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 10. Satoh K, Shirabe S, Eguchi H, Tsujino A, Motomura M, Satoh A, Tsujihata M, Eguchi K: Chronological changes in MRI and 
CSF biochemical markers in Creutzfeldt-Jakob disease patients. Dement Geriatr Cogn Disord 23（6）: 372-381, 2007（IF: 2.641）
＊
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 18. Matsumoto K, Yu S, Jia Y, Ahmed MR, Viswakarma N, Sarkar J, Kashireddy PV, Rao MS, Karpus W, Gonzalez FJ, Reddy JK: 
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 24. Mizutori Y, Saitoh O, Eguchi K, Nagayama Y: Lack of effect of methimazole on dendritic cell（DC）function and DC-induced 
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＊◎

 26. Latif R, Ando T, Davies TF: Lipid rafts are triage centers for multimeric and monomeric thyrotropin receptor regulation. 
Endocrinology 148（7）: 3164-3175, 2007（IF: 5.045）＊
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Nagasaki 52（3）: 93-94, 2007
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 44. Ishibashi K, Takamura N, Aoyagi K, Yamasaki H, Abiru N, Nakazato M, Kamihira S, Maeda T: Multimers and adiponectin 
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 1. Ichinose K, Kawasaki E, Eguchi K: Recent advancement of understanding pathogenesis of type 1 diabetes and potential 
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 2. Kawasaki E, Eguchi K: Current aspects on the clinical immunology and genetics of autoimmune diabetes in Japan. Diabetes 
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̶ 38 ̶

A-c

 1. Nakamura T, Nishiura Y, Fukushima N, Furuya T: The role of HTLV-I-infected CD4+ T cells as activated Th1 cells in the 
immunopathogenesis of HTLV-I-associated myelopathy/tropical spastic paraparesis. Neuroimmunology Research Focus
（Broglio PV eds ; Nova Science Publishers, Inc., NY）pp. 43-84, 2007
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 1. 立石洋平，芝崎謙作，井上　剛，井口保之，木村和美：くも膜下出血を契機に診断された脳アミロイドアンギオパ
チーの1例．臨床神経学 47（1）：42-46, 2007

 2. 荒牧俊幸，井田弘明，岩本直樹，藤川敬太，一瀬邦弘，岩永　希，玉井慎美，有馬和彦，蒲池　誠，中村英樹，川
上　純，江口勝美，折口智樹，中島宗敏，塚田敏昭，松岡直樹，植木幸孝，福田孝昭：多施設における関節リウマ
チ患者に対するタクロリムスの短期成績．九州リウマチ 26: 102-108, 2007

 3. 山田浩喜，酒井淳，三島一晃，岩永　希，本多絵美，北岡　隆：ステロイドの大量療法が無効であった全身性エリ
テマトーデスに伴う漿液性網膜剥離の1例．臨床眼科 61（5）: 847-851, 2007

 4. 松島理明，矢口裕章，岸本利一郎，辻　幸子，矢部一郎，佐々木秀直，中館　恵，白石裕一，本村政勝：
3,4-diaminopyridine が効果的であった肺小細胞癌合併Lambert-Eaton 筋無力症候群の1例 . 日本内科学会雑誌 96（8）: 
1709-1711, 2007

 5. 岩本直樹，川上　純，江口勝美，後藤明子，福田孝昭，中島宗敏，河部庸次郎，松岡直樹，溝上明成，古山雅子，
塚田敏昭，右田清志，峰　雅宣，植木幸孝：関節リウマチに対するエタネルセプトの治療成績の検討：併用抗リウ
マチ薬による層別化．九州リウマチ 27: 8-14, 2007

 6. 岩本直樹，荒武弘一朗，川尻真也，藤川敬太，荒牧俊幸，一瀬邦弘，蒲池　誠，玉井慎美，中村英樹，井田弘明，
川上　純，江口勝美，折口智樹：ミゾリビン投与により寛解を得られている増殖性ループス腎炎の1例．九州リウ
マチ27: 41-45, 2007

 7. 中島宗敏，川上　純，江口勝美：Mollaret髄膜炎を合併したリウマチ性多発筋痛症の一例．九州リウマチ 27: 52-55, 
2007

 8. 松尾直美，川崎英二，風浦吉江，田中美智子，川口サツミ，古林正和，喜多篤志，山崎浩則，江口勝美：NPH ヒト
インスリンからインスリングラルギンへ切り替えた糖尿病患者における低血糖認知の変化についての検討．Practice 
24（5）: 569-572, 2007

 9. 田中基嗣，本間雄一，堀江一郎，小野咲弥子，宮下賜一郎，大角光彦，木村博典，枡田智子，岩永　洋，一瀬克浩，
新野大介，伊東正博，本村政勝，江口勝美，右田清志：ステロイド治療中にEBVの再活性化を認めた Churg-Strauss 
Syndrome の一例 . 九州リウマチ 27: 56-62, 2007

B-b

 1. 川崎英二，江口勝美：糖尿病　臨床分野での進歩　1型糖尿病の発症予防と初期の進展対策．Annual Review 糖尿病・
代謝・内分泌 2007: 55-63, 2007

 2. 一瀬邦弘，川上　純，江口勝美：【関節リウマチにおける生物学的製剤の実際と問題点】アダリムマブ　-Premier 
試験の示すもの-．リウマチ科 37（1）: 17-21, 2007

 3. 江口勝美，折口智樹，一瀬邦弘，川上　純：【新薬展望2007】治療における最近の新薬の位置付け〈薬効別〉　新薬
の広場　抗リウマチ薬．医薬ジャーナル 43（増刊）: 386-393, 2007

 4. 川上　純，玉井慎美，江口勝美：早期関節炎の捉え方と病態解析の方向性．日本臨床免疫学会会誌 30（1）: 37-40, 
2007

 5. 江口勝美：【プライマリ・ケア医のための関節リウマチの診かた　知っておきたいその基本と最新知見】関節リウ
マチの早期診断．治療 89（2）: 345-350, 2007

 6. 江口勝美：【関節リウマチの最新治療】関節リウマチの早期診断とその意義．Medical Science Digest 33（2）: 697-701, 
2007

 7. 上谷雅孝，川上　純，玉井慎美，江口勝美：【骨軟部画像診断の新たなる展開】早期関節リウマチの MRI 診断．日
独医報 51（4）: 659-668, 2007

 8. 江口勝美：ここまで知っておきたい痛みへのアプローチ　関節リウマチへの新たなアプローチ　1.早期診断と早期
治療．痛みと臨床 7（2）: 172-179, 2007

 9. 江口勝美：【関節リウマチの骨・軟骨破壊】関節破壊進行の予測因子．Clinical Calcium 17（4）: 517-525, 2007
 10. 井田弘明，江口勝美：【Autoinflammatory syndromeの新たなる展開と治療法の確立】TRAPS の診断と新しい治療法の

展開．日本臨床免疫学会会誌 30（2）: 90-100, 2007
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 11. 江口勝美，折口智樹：実践講座 疾患特有の評価法 関節リウマチ．総合リハビリテーション 35（4）: 365-371, 2007
 12. 江口勝美：【リウマチ治療の新時代　治療薬を使いこなす】関節リウマチの早期診断-いかに早期から診断するか？

内科 99（4）: 587-594, 2007
 13. 宇佐俊郎，江口勝美：【DATAで読み解く内科疾患】Ⅷ . 内分泌・代謝　103. 甲状腺機能亢進症、バセドウ病．綜合

臨牀 56（増刊）: 1579-1586, 2007
 14. 岩永　希，川上　純，江口勝美：【関節リウマチのパラダイムシフト　生物学的製剤時代の最新治療動向】生物学

的製剤の最新エビデンス　アダリムマブの欧米におけるエビデンス．医学のあゆみ 221（5）: 437-440, 2007
 15. 江口勝美：卒後研修講座　関節リウマチの早期診断と臨床経過の予知．整形外科 58（5）: 571-575, 2007
 16. 江口勝美：関節リウマチの早期診断と関節破壊進行の予知．炎症と免疫 15（4）: 519-525, 2007
 17. 前島洋平，一瀬邦弘，槇野博史：【糖尿病腎症発症と適正管理】血管新生抑制因子による糖尿病腎症進展制御．内

分泌・糖尿病科 24（6）: 552-560, 2007
 18. 阿比留教生：制御性T細胞と1型糖尿病．Diabetes Journal（糖尿病と代謝）35（2）: 51-57, 2007
 19. 藤川敬太，川上　純，江口勝美：【生物学的製剤の免疫薬理と臨床　変貌する関節リウマチ治療ストラテジー】主

要な生物学的製剤の構造、免疫薬理学的特徴と有用性のエビデンス　サイトカインを標的とする生物学的製剤　
TNF 阻害薬　可溶性 TNF 受容体 IgG キメラ（エタネルセプト）．日本臨床 65（7）: 1211-1217, 2007

 20. 江口勝美：【生物学的製剤の免疫薬理と臨床　変貌する関節リウマチ治療ストラテジー】TNF 阻害薬の臨床　我が国
における臨床成績を中心に　市販後全例使用成績が示す臨床的有用性と使用上の留意点　エタネルセプト．日本臨
床 65（7）: 1259-1266, 2007

 21. 本村政勝，白石裕一，吉村俊朗，辻畑光宏：基礎研究の新たな方向性を解く 疾患解明 Overview 重症筋無力症患者
の病因・病態：新たな標的抗原を求めて . 実験医学 25（11）: 1740-1746, 2007

 22. 蒲池　誠，江口勝美：【SLE の発症機序と新たな治療法の探索】SR 蛋白質のリン酸化、脱リン酸化と alternative 
splicing 制御　SLE（全身性エリテマトーデス）における病態的意義と新規治療法への展望．リウマチ科 38（2）: 109-
112, 2007

 23. 折口智樹，江口勝美：【新しい生物学的製剤】完全ヒト抗 TNFα抗体 adalimumab．炎症と免疫 15（5）: 558-564, 2007
 24. 佐藤克也，調　漸，江口勝美：【プリオン病と遅発性ウイルス感染症】プリオン病　ヒト・プリオン病の臨床病型

と診断　孤発性プリオン病（孤発性古典型 CJD、視床型 CJD、MM2 皮質型 CJD）．日本臨床 65（8）: 1423-1432, 2007
 25. 本村政勝，白石裕一，吉村俊朗，辻畑光宏：【薬物と神経筋障害：診断と治療の進歩】II.筋肉・末梢神経に影響を及

ぼす薬物 3.神経・筋接合部に影響を及ぼす薬物 . 日本内科学会雑誌 96（8）: 1604-1607, 2007
 26. 安藤隆雄，宇佐俊郎，江口勝美：【橋本病】橋本病とその他の自己免疫疾患の合併．内分泌・糖尿病科 25（2）: 136-

140, 2007
 27. 井田弘明，江口勝美：Autoinflammatory syndrome．リウマチ科 38（3）: 283-289, 2007
 28. 江口勝美：【関節リウマチ　患者さんに信頼されるための最新知識とその活用】関節リウマチ・トピックス　関節

リウマチと抗CCP抗体　早期診断と早期治療への有用性．Medical Practice 24（10）: 1783-1784, 2007
 29. 井田弘明，江口勝美：【発熱と多関節痛を主訴とする疾患　その病因と膠原病との鑑別について】TRAPS（TNF 

receptor-associated periodic syndrome）．リウマチ科 38（4）: 361-369, 2007
 30. 江口勝美：【整形外科医のためのcareとcure I　RAのwindow of opportunityを逃さないために】整形外科医のための

RA診断　診断未確定関節炎症例のRA発症と関節破壊の出現・進行の予測．骨・関節・靱帯 20（10）: 941-949, 2007
 31. 上谷雅孝，川上　純，玉井慎美，江口勝美：【整形外科医のためのcareとcure I　RAのwindow of opportunityを逃さ

ないために】整形外科医のためのRA診断　早期関節リウマチのMRI．骨・関節・靱帯 20（10）: 983-991, 2007
 32. 江口勝美：関節リウマチの診断．Animus 12（ 4）: 17-21, 2007
 33. 川上　純，中村英樹，江口勝美：【TNFファミリーの分子リウマチ学　基礎から臨床へ】FasL/Fas（CD95）. 分子リウ

マチ 4（4）: 320-323, 2007
 34. 蒲池　誠，江口勝美：シグナル伝達経路を介した alternative splicing の誘導　-その生物学的意義と制御メカニズム

-．Inflammation and Regeneration 27（6）: 575-578, 2007
 35. 中村龍文，福島直美，西浦義博：【レトロウイルスと神経障害】HAM/TSP の病態に関与する細胞内シグナル伝達機構．

神経免疫学 15（2）：189-193，2007
 36. 江口勝美：【関節リウマチ治療 インフリキシマブとエタネルセプト】エタネルセプトの使い方　ガイドライン . 

Mebio 24（12）: 50-56, 2007
 37. 折口智樹，一瀬邦弘，玉井慎美，中村英樹，川上　純，江口勝美：ANCA関連血管炎の病態と治療における最近の

知見．日本臨床免疫学会会誌 30（6）: 432-443, 2007

B-c

 1. 石井伸子，前田真由美，大坪敬子，鷺池トミ子，森内拓治，中尾一彦：若年者（大学生）における高コレステロール
血症と LDL-R 活性 . CAMPUS HEALTH 44: 163, 2007

 2. 本吉康英，永山雄二，長谷　亘，斉藤巨樹，祖川倫太郎，中尾一彦，石井伸子，江口勝美：肝細胞癌マウスモデル
における制御性T細胞に関連する免疫療法の検討 .（小俣政男（編）：消化器発癌における炎症・再生・細胞応答の役
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割，アークメディア，東京，pp.115-117所収）2007
 3. 中村龍文：重症筋無力症 .（阿部康二（編）：神経難病のすべて～症状・診断から最先端治療，福祉の実際まで～，新

興医学出版社，東京，pp. 44-50所収）2007
 4. 折口智樹，江口勝美：開発メーカーが知っておきたい抗体医薬品（抗リウマチ薬）の有害事象．Pharm Stage 7（5）: 

9-12, 2007
 5. 江口勝美：臨床免疫学概論．（木本雅夫，阪口薫雄，山下優毅（編）：免疫学コア講義　改訂2版，南江堂，東京，

pp.169-175所収）2007
 6. 江口勝美：関節リウマチ．（木本雅夫，阪口薫雄，山下優毅（編）：免疫学コア講義　改訂 2版，南江堂，東京，

pp.203-208所収）2007
 7. 江口勝美，折口智樹：感染性関節炎．（杉本恒明，矢先義雄（編）：内科学，朝倉書店，東京，pp.1104-1105所収）

2007
 8. 八橋　弘，山崎一美，辻　研一郎，長岡進矢，中尾一彦：［B型肝炎座談会］長崎県におけるB型肝炎の現状と治療．

Medicament News（第1925号掲載抜刷）1-6, 2007

B-d

 1. 江口勝美：関節リウマチの早期診断法の確立及び臨床経過の予測に関する研究．関節リウマチの早期診断法の確立
及び臨床経過の予測に関する研究，平成18年度厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患予防・治療研究事
業）総括・分担研究報告書，pp. 1-12, 2007

 2. 江口勝美：関節リウマチに進展する早期関節炎の鑑別と早期からの関節破壊の予知に関する研究．関節リウマチの
早期診断法の確立及び臨床経過の予測に関する研究，平成18年度厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患
予防・治療研究事業）総括・分担研究報告書，pp. 31-42, 2007

 3. 川上　純：蛋白シトルリン化機序の解析に関する研究．リウマチ・アレルギー疾患の治療反応性予測因子の確立及
びテーラーメイド治療法の確立に関する研究，平成18年度厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患予防・
治療研究事業）総括・分担研究報告書，pp. 81-84, 2007

 4. 井田弘明，荒牧俊幸，松岡直樹，江口勝美：関節リウマチに対する生物学的製剤による悪性腫瘍発生リスクの検討：
ナチュラル・キラー（NK）細胞への影響．関節リウマチ治療における新規生物学的製剤の治療方針の作成及び検証
に関する研究，平18年度厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業）総括・分担研究報告
書，pp. 109-111, 2007

 5. 江口勝美，蒲池　誠：RNA スプライシング異常による SLE 発症機序の解明と新規治療法の開発．自己免疫疾患に
関する調査研究，平成18年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）総括・分担研究報告書，pp. 81-
83, 2007

 6. 中村龍文，福島直美，西浦義博，荒牧俊幸，井田弘明，江口勝美：HAM 患者 HTLV-I 感染細胞における HTLV-I 産
生に及ぼすインテグリン／リガンドシグナリングの検討．免疫性神経疾患に関する調査研究．平成18年度厚生労働
科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）総括・分担研究報告書，pp. 108-110, 2007

 7. 本村政勝，白石裕一，福田　卓，江口勝美，吉村俊朗，福留隆泰，松尾秀徳，辻畑光宏：抗 MuSK 抗体陽性重症筋
無力症の合併症の検討．免疫性神経疾患に関する調査研究，平成18年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克
服研究事業）総括・分担研究報告書，pp. 127-128, 2007

 8. 松尾秀徳，福留隆泰，本村政勝，澁谷統壽：抗 MuSK 抗体が神経筋伝達に及ぼす作用の検討．免疫性神経疾患に関
する調査研究，平成18年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）総括・分担研究報告書，pp. 144-
145, 2007

 9. 中尾一彦，市川辰樹：インターフェロン刺激伝達におけるAkt-mTOR経路の関与の検討 . 肝硬変に対する治療に関
する研究，平成18年度厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策研究事業）総括研究報告書・分担研究報告書，
pp. 82-87, 2007

 10. 辻野　彰，本村政勝，江口勝美，調　漸：治験実施に関する研究［酢酸リュープロレリン］. 平成18年度厚生労働科
学研究費補助金（治験推進研究事業）総括・分担研究報告書，pp.292-293, 2007

 11. 阿比留教生：糖尿病腎症患者の治療．長崎県医師会報 739: 66-68, 2007
 12. 阿比留教生：外来でのインスリン導入．長崎県医師会報 743: 59-61, 2007
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原著論文数一覧

A–a A–b A–c A–d 合計 SCI B–a B–b B–c B–d 合計 総計
2007 56 2 1 0 59 49 9 37 8 12 66 125

学会発表数一覧

A–a
A–b

合計 B–a
B–b

合計 総計
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

2007 0 0 17 17 1 14 177 192 209

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数
論文総数

教員生産係数
（欧文論文）

SCI掲載論文数
欧文論文総数 

教員生産係数
（SCI掲載論文）

2007 0.472 5.9 0.831 4.9

Impact factor値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2007 155.088 15.509 3.165


